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研究課題名 ラン科植物の革新的発芽･共生促進技術の確立と絶滅危惧種保全への応用 

研究結果 

本研究では、ジベレリン生合成阻害剤によるラン科植物の無菌発芽系による発芽と菌根

菌との共生の劇的な促進効果を利用し、鳥取県で自生するラン科の絶滅危惧種の保全と希

少価値の高いラン科植物の人工栽培技術を確立するために、以下の3つの研究を行った。 

１．ジベレリン生合成阻害剤によるラン科植物の発芽･共生促進効果の普遍性の検証につい

ては、複数のラン科植物・異なるジベレリンの生合成阻害剤の評価を行い、その効果が複

数のラン科植物で検証できた（詳細データ参照）。ジベレリンによるラン科植物の発芽･共

生の制御メカニズムの解明については、予定していた生理学的解析を完了した。また トラ

ンスクリプトーム解析もほぼ完了し、学術論文として投稿するための追加実験を行った。 

２．平成27年10月に鳥取県内の絶滅危惧種の自生地の調査を行い、次年度の自生地での種

子の採取とジベレリン生合成阻害剤の散布試験がスムーズにできるよう準備を行った。 

３．難発芽性のラン科の絶滅危惧種の人工発芽・栽培系の確立については、難発芽性のラ

ン科植物であるキンランの種子を入手し、ジベレリン生合成阻害剤を用いた人工発芽系の

構築を目的とした培養実験を行った。また、次年度種子が採取しやすいよう鉢植えのキン

ランを入手し、人工交配による種子取得の準備を行った。 

研究成果 

・ラン科植物の発芽と共生における市販の農薬を含む複数のジベレリン生合成阻害剤の促

進効果について評価を行い、本効果が様々なラン科植物に適用可能であることを明らかに

した（詳細データ参照）。本知見を含む得られた成果について学会発表を行うと共に、特

許出願を行った（研究実績参照）。 

・ラン科植物の発芽･共生の制御メカニズムの解明については、予定していた解析をほぼ完

了し、得られた成果について学会発表を行った（研究実績参照）。 

次年度研究

計画 

・ジベレリン生合成阻害剤によるラン科植物の発芽と共生の促進効果については、適用で

きる植物種を増やすため、さらに様々なラン科を用いて効果を検証する。また、制御メカ

ニズムに関する基礎知見とともに成果を学術論文として公表する。 

・来年度春に再度自生地の調査を行い、種子の採取とジベレリン生合成阻害剤の散布実験

を行う。また引き続きキンランだけでなくギンランについてもジベレリン生合成阻害剤を

用いた人工発芽系の構築を目指した研究を行う。 
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ランの発芽には菌類との共生が必須

ラン科植物の栽培化には、共生菌との共生効率を向上させるか、共生菌

非存在下で発芽可能な、これまでにない革新的な技術の確立が必要



ラン科植物シランの人工発芽系

• 供試植物：シラン（Bletilla striata cv. ‘Murasaki Shikibu’）

＞野生の地生ランの栽培化品種

• 共生菌：Turasnella sp. HR1-1株

＞サギソウから単離・シランと共生可能
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無菌発芽系における植物ホルモン添加

の影響



無菌発芽系におけるジベレリン阻害剤

添加の影響
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＞伸長抑制剤
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ジベレリン阻害剤を有効成分とする農薬

の種子発芽への影響

シラン以外のラン科植物においても同様に発芽が促進された

（他にもネジバナ、オオミヤマウズラなど＞次の図）









ラン科植物シランの菌根共生システム

オーキシン、サリチル酸、ジベレリン阻害剤の処理により

ラン科植物の発芽・共生が劇的に促進される


